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The adhesions were produced in dog’s terminal ileum by mechanical stimuli ｛αush 
by moist gauze) and chemical one (tinctura iodine). All adhesions were divided in three 
observation-groups. 
( 1 ) Macroscopic findings : 
In 回 rliertime of adhesions, intraperitoneal exsudation and edema formation of in-
testinal wall had been progressively grown, and in 3 to 6 hours after operation adhesiQI;J. 
had began. 24 hours after operation, the fibrinogenous adhesion was observed. 
( 2 ) Microscopic findings : 
One hour after operation, fibrinogenous substances in exsudate and .edema, cel in-
filtration in serosa, subserosa, were observed. In 3 to 6 hours after operation, these findings 
had been seen more obviously and PAS-positive cells were investigated. A week or mor-e 
after operation al adhesions had became to organized. 
( 3 ) Electromyographical changes : 
Actionpotentials of adhesions-ileum decreased gradually following to growth of 
adhesions and it was more obvious in elements of spike-number and discharging-frequency. 
Approximately a week was required in recovery to normal condition. 
From this result, it has been thought that such decrease of actionpotential depended 




















































































を投与した例では， その後15～30分p I i尋問p 3時
間， 6時間， 12～24時間に clipout L, 更に 1週間
偽 2週間後p 3週間後， 4週間後に犬々再開腹し，
その都度下~CJ.民自について観察を行なった．
(a) 腹腔内肉H民的所見






































電の振巾， Spike数， Spike発生持続時間， Spike群発
生間隔（頻度）及び発生の周期性を観察対象とした．
即ち振巾は各Spike群の中で最大振巾を示すものを示















( 1 ) 犬回腸の正常活動電位について
第 l章 3.(c）で述べた方法に依り導出される犬回腸
の活動電位の発生は比較的周期性に富み（図 1)bi-










































表 1 対照例 I_[F./首｝振巾 1V 表2 対照例（正常） Spike数
＼《》 ”λ 士 SEx SDx Mo '¥o. /IX士 SEx SDx Mo 
1 300.0士 21.5 69.0 2.9士 0.26 0.83 3.2 
z I 448.0士 17.1 56.9 15!.0 5.4士 0.20 0.66 戸~ 5
3 282.0士 21.8 69.2 336.0 3 I 2.3士 0.20 0.64 2.9 
365.0士 19.5 86.8 320.0 3.9土 0.14 0.64 1.3 
.) 328.5士 7.7 31.5 318.0 ;) L2士 0.22 1.02 :f.9 
333.0士 JI』 63.7 324.0 6 2.9士 0.32 1.45 3.1 
7 ! 137.0士 6.6 21.2 146.0 :・-: 1) 7 2,5士 0.21 0.67 2.5 
8 265.9士 12.5 56.5 278.2 8 1.4士 0.10 0.47 1.6 
9 346θ 士 21.9 70.1 358,0 9 2.5士 0.20 0.67 2.5 
10 279.0士 17.-1 53.7 232,0 10 3.0士 0.24 I.JO 3.0 
11 119.3士 6,2 27.9 I 451.0 11 3.J土 0.19 0.86 3.2 12 265.0士 21.0 67.1 ! 265.0 12 1.4士 0.10 0.41 1.1 13 260.0士 15.8 71.5 I 215.0 13 l.9土 0.15 0.69 2.2 11 135.0士 5.8 26.2 11抑制 11 ; 2.0士 0.14 0.66 2.0 20・1.0土 12.0 51.ーl 207.0 15 1.6土 0.11 0.50 1.3 16 i 2<13.3士 8.1 3-1.1 233.4 16 2.6士 0.11 0.50 2.4 17 i 255.0土 26.9 91.2 270.0※（：1 17 1.8士 0.18 0.59 2.0 18 ' 290.0土 1-i.8 66.7 320.0 18 2.4 ± 0.21 0.96 2.7 19 : 357.0士 16.0 72.1 336.0 19 ! 1.9士 0.07 0.30 2.0 20 ! 258.6士 16.2 64.9 I 292.8 20 I 2.1土 0.10 0.57 2.0 





















































1 : 5.91士 0.22
2 I 7.18士 0.37
3 1.62 ± 0.17 
1 6.37 ± 0.28 
5 i 6.72士 0.20
6 i 5.65士 0.05
7 4.20士 0.17
8 I 5.80士 0.22
9 I 5.57士 0.16
10 i 6.24士 0.16
1 I 5.21士 0.12
12 I t.71士 0.13
13 i :'i.18土 0.20
11 (i.5 士 0.23
15 I 5.46士 0.17
16 1 5.66士 0.12
17 6.52士 0.19
18 I 6.97土 0.17
19 5.31士 0.22
20 i 6.46 ± 0.18 




















































































































されて剥離の容易なもの・司ーー……・ ••• ・( +) 3 
(4) 明瞭な癒着はなく腸管相互の接近とp それらの
聞に線維素性物質の析出をみるが腸運動で容易に
移動するもの……一一－－ 一…... ・（、士） 2 
(5) 小範囲に限局されて111よりも軽度なもの.....
（二F)1 





の他（ +) 63.2°，；であり， 40°0近くが強い癒着を示し
た．さらにこれら癒着度を数的に表現するために前記
各段階について指数を仮定しp 癒着度高度なものより


























































田正々正常変動範闘の上限の相当するかと思われた． (iv) 6時間後（凶6): Spike群の発生状況は3時
(ii) 1時間後（図4）：全体的に計測値各要素の 間後と大差をみない．即ち Spike数，持続時間共に近
均質性が乱れ，振巾は120!,Y～3501tVの聞の変動を示 似値を示しており， Spike群発生間隔は11.50秒で更に
しているが平均24011Vであり， 30分後よ り明らかな減 延長を示している．娠巾は平均~：＇. :l11 ＼＇ を示しているが
少を示した.Spike数は 1～ l，平均2.66であり正常時 全体的には100～200,.vの単相波が多く slow川吋を
或は 30分後の所見と殆ど差をみないが変動の円Jは広 伴う傾向がみられた．周期性は 3時間後と同様不規則
くなっている.Spike発生持続時聞はOA～1.Br・；， 平均 である．




均10.26秒で漸次延長する傾向を示した． めたが Spike 群発生間隔はt1J. ~ 、場合でも平均11.10～
(i) 3時間後（図 5> : I時間後の所見がやや顕著 1. 7(-宇であり，長い場合に1;:2；～JO秒の間隔を示す場
になるように思われた．活動電位はすべての要素に於 合が多々みられた.I.!Pち1分間に10個内外発生する正
いて著しく抑制され振巾は平均！33.311Vで正常平均 常時に比較するとその発生頻度はJ/3～1/5に減少して
値の約 1/2であり， Spike数は平均1.69で約3°；，の減 いることが判る．周期性は極めて不定である．
ノレp Spike発生持続時間は平均0.46秒で約1/2の短縮を けi) 1週間後 （図 8) 肉眼的にも，組織’予的に も
示している. Spike群発生間隔は更に延長して平均 腸癒着は最早や明瞭でありp 結締織化した像がみられ



























































































































































































































































































































































































































































































ちで， 癒着機転に関連した最も著明な変化は， Spike 
数p 及び Spike群発生頻度の減少である．この変化は
癒着開始後早期にみられる．
(6) 該部活動電位の抑制は局所の組織病変の進行す
る聞にみられる．これは禄質的障害が腸壁在神経叢に
対して抑制的に働くためと恩われる．外来神経の態度
は不明である．
(7）局所の活動電位は術後一週間頃より次第に快復
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し始めるが，これは組織の修復過程に平行的である．
(8) 謬着現象そのものが活動電位に影響するのは，
狭窄乃至屈曲以外の場合には考えられない．
(9) 緩着対策を講ずる場合は，少くとも術後3時間
以内に行なうべきことが暗示される．
（文献は第3編末尾に一括掲載）
